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第１章 釧路市都市計画マスタープランの基本的な考え方 

第１章 釧路市都市計画マスタープランの基本的な考え方 

１ 計画策定の背景と目的 

（１）都市計画マスタープランとは

市町村が創意工夫のもとに、住民の意見を反映させ、都市づくりの具体性あ

る将来ビジョンを確立し、あるべき市街地像、地域の整備課題に応じた方針、

都市生活、経済活動を支える諸施設の計画などをきめ細かく、かつ総合的に定

めるもので、都市計画の方針を示すものです。 

（２）計画策定の背景と目的

2020年度(令和２年度)をもって計画期間の満了を迎えることから、目標とす

るまちづくりの将来像をわかりやすく示し、実現するための考え方などを明確

にすることを目的に、新たな「釧路市都市計画マスタープラン」の策定を行い

ました。 

なお、住民説明会などによる新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、

2021年(令和３年)３月に全体構想のみを策定し、地域別構想については2022年

(令和４年)３月に合冊する形で改訂することとしました。 

２ 計画の位置づけ

釧路市都市計画マスタープランは、

本市の最上位計画である「釧路市まち

づくり基本構想」及び北海道の「釧路

圏都市計画 都市計画区域の整備、開

発及び保全の方針」に即して、都市計

画法第18条の２に規定される市町村の

都市計画に関する基本的な方針を定め

たものです。 

時期 経過 

1992年(平成４年)６月 都市計画法改正による都市計画マスタープランの創設

2001年(平成13年)３月 釧路市都市計画マスタープランの策定 

2009年(平成21年)３月 釧路市都市計画マスタープランの改訂(中間見直し) 

2021年(令和３年)３月 第２次釧路市都市計画マスタープランの策定 

2022年(令和４年)３月 第２次釧路市都市計画マスタープランの改訂 

(地域別構想の追加) 

1



第１章 釧路市都市計画マスタープランの基本的な考え方 

 

３ 計画期間 

まちづくりには長い時間を要することから、都市計画マスタープランを長期的

かつ継続的な取組みの柱とするため、2040年度(令和22年度)のまちの姿を描き、

計画期間をおおむね20年間とします。 

また、社会経済情勢の変化などにより、必要に応じ見直しの検討を行うことと

します。 

 

４ 対象区域 

対象区域は、都市計画区域のみならず、広域的かつ総合的に都市づくりを進め

るため、行政区域全体とします。 

  

 
地理院地図(国土地理院)を加工して作成 
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第１章 釧路市都市計画マスタープランの基本的な考え方 

 

５ 将来人口の設定 

2040年(令和22年)の将来人口は約12万５千人とします。なお、将来人口につい

ては、2015年(平成27年)国勢調査を基準とし、コーホート要因法の手法により算

出した、国立社会保障・人口問題研究所の推計値を用いています。 

 

６ 推進体制 

本市では、これまで進めてきた「市民と行政が協働するまちづくり」の考え方

をさらに深めて、「市民が主体のまちづくり」を実現するため、市民が参加しや

すい環境づくりや協働意識の向上に努め、政策形成や事業実施など様々な場面に

おいて市民参加の推進を図ることとしています。 

「市民が主体のまちづくり」の考え方を踏まえ、市民、事業者、行政が互いの

役割を認識し役割分担を図りながら、創造的で開かれたまちづくりを目指します。 

 

（１）市民が主体のまちづくり 

都市計画マスタープラン推進に当たっての課題やまちづくりの計画、取組み

状況などを市民に提供するため、広報紙、町内会の回覧、ホームページといっ

た情報手段の活用を図ります。 

 

（２）庁内の推進体制の充実 

都市計画マスタープランの進行状況やかかえている問題点について、職員が

共通の認識をもち連携してまちづくりを進めるため、連絡調整や情報交換など

の庁内における推進体制を強化します。 

 

（３）関係機関などとの連携強化 

都市計画マスタープランを実現していくためには、国や北海道及び近隣市町

村の協力が必要なことから、関係機関との連携強化を図ります。 
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第１章 釧路市都市計画マスタープランの基本的な考え方 

 

７ 計画の構成 

本計画の構成は以下のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

【釧路市都市計画マスタープランの構成】 
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第２章 全体構想 

  

第２章 全体構想 

 全体構想体系図                                

はじめに、本章の各項目のつながりをわかりやすくするため、全体の流れを以下の 

イメージ図に示します。  
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第２章 全体構想 
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第２章 全体構想 第１節現状と課題 

 

平成 13 年３月策定 平成 21年３月改訂 

 第１節 現状と課題                          

情勢の変化と課題 

前計画の「まちづくりの課題」を基に、本市の現状を踏まえ、人口減少や財

政状況など「情勢の変化と課題」を整理します。 

前計画の「まちづくりの課題」 

 

１ 成熟型のまちづくりへの対応 

２ 自然環境への対応 

３ 産業振興への対応 

４ 拠点都市機能の充実への対応 

５ 観光・交流への対応 

(１)人口減少と少子高齢化への対応 

情勢の変化 課題 

・人口は1980年をピークに減少 

・ＤＩＤ内の人口密度は、1970年から2020年に

かけて約半分まで低下 

・「都市のスポンジ化」への対応 

・コンパクトなまちづくりの推進 

(２)財政状況とのバランスが取れた施設老朽化への対応 

情勢の変化 課題 

・道路、公園、上下水道や公共施設などの老朽

化が進む 

・生産年齢人口の減少など社会経済情勢の変化

による市税の落ち込み 

・高齢化の進行による社会保障費の増加 

・既存ストックの有効活用やコストの縮減 

・集約型都市構造への転換につながる整備、

運営手法の検討 

(３)地震、津波など防災への対応 

情勢の変化 課題 

・地震や津波、風水害や雪害などの自然災害 

・地球温暖化に伴う気候変動 

・災害に強い都市づくり 

（４）外から人、モノ、金を惹き込む都市間競争への対応 

情勢の変化 課題 

・企業の進出や観光客を受け入れる環境整備な

ど、海外投資を呼び込むための都市間競争 

・地域特性を活かした魅力づくり 

・交通ネットワークの充実、都市機能の強化 

（５）ライフスタイルの多様化への対応 

情勢の変化 課題 

・まちづくりに対する市民の参加意識の変化 

・地域の経済活動や社会活動の担い手不足 

・三大都市圏などの大都市に住む人たちのライ

フスタイル 

・市民がずっと暮らしたいと思える都市づく

り 

・地域をみんなで支えていくための市民意識

の醸成 

（６）都心部再生への対応 

情勢の変化 課題 

・本市全体に比べ事業所数の減少傾向が大きい 

・商業施設集積の希薄化 

・インフラの老朽化 

・高次都市機能を持続的に確保、強化 

・都市機能の維持発展 
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第２章 全体構想 第２節 基本方針 

 

 第２節 基本方針                          

まちの将来像 

前計画の理念「ゆったりと時の流れる大地の中で、釧路に住む喜び、楽しみが

感じられるまちづくり」及びまちの将来像「大自然に育まれ、ひと・モノが行き

交う東北海道の中核都市」を継承しつつ、「情勢の変化と課題」を踏まえ、本計

画の柱となる「まちの将来像」を定めます。 

まちの将来像 

 

 

 

 

「ゆったりと時の流れる大地」 

本市の擁する阿寒摩周、釧路湿原の２つの国立公園をはじめとした豊かな自然

環境や多様な文化を表しています。また、将来においてすべての人が活躍できる

まちづくりが実現している様子を表しています。 

 

「抱かれながら」 

豊かな自然環境の中に位置する本市において、将来においても、都市機能の充

実と自然環境の保全とのバランスが保たれている様子を表しています。 

 

「安らぎ」 

安全で安心な生活を送ることができ、より多くの市民にとって、釧路市が愛着

を持ち住み続けたいと思うまちになっていることなど、将来においても安らぎが

感じられる様子を表しています。 

 

「喜び、楽しみ」 

人々が生活する場としての都市の質や価値が高まっていくことや、豊かな自然

や食、文化、夏季の涼しい気候などの魅力が市外の人を惹きつけ、憧れとなって

いくことなど、将来においても喜びや楽しみが感じられる様子を表しています。 

 

「ずっと暮らせるまち」 

人口減少や少子高齢化が進む中にあっても快適な暮らしが保たれている様子を

表しています。 

 

      

ゆったりと時の流れる大地に抱かれながら、 

安らぎ、喜び、楽しみを感じてずっと暮らせるまち 
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第２章 全体構想 第２節 基本方針 

 

まちづくりの基本目標 
まちの将来像を踏まえ、まちづくりを進める指針となる４つの基本目標と目標

別方針を定めます。 

安全で心地よく暮らせるまちづくり 

① 個性豊かな地域づくりの推進 

住民活動などの地域独自の取組みを支援し、いつまでも住み続けたいと思えるよう

な個性豊かな地域づくりを進めます。 

② 安全に暮らせる地域づくりの推進 

ソフトの施策を組み合わせた総合的な対策により、各地域の特性に合った防災体制

の構築、強化を進めます。 

③ 安心で暮らしやすい住環境の実現 

すべての市民が安全で安心な住環境のもとで生活できるよう、多様な世帯に対応し

た住まいづくりや空家等への対策を進めるとともに、利便性が高い環境で安心して暮

らせるまちなかへの居住の推進、誘導を図ります。 

豊かな自然を身近に感じる持続可能なまちづくり 

① まちの機能の適正配置と移動利便性の向上 

徒歩と公共交通の利用で暮らせるまちを目指します。 

② 良好な都市施設の維持と既存ストックの活用 

地域の特性に応じた施設の適正配置や計画的な改修、更新、管理運営の見直しなど

を行うとともに、既成市街地における低未利用地の有効活用を促進します。 

③ 自然と共生するまちづくりの推進 

バランスの取れた緑の配置を進め、自然に囲まれたまちであることが感じられる都

市環境の形成を図ります。 

産業を支えるまちづくり 

① 活力ある産業を創出する取組みの推進 

地域経済を支える産業の持続的発展のため、地域の優位性を生かす生産基盤の整備

を推進します。 

② 地域経済を支える物流の強化 

地域の産業活動の円滑化が図られるよう、道路や鉄道、港湾、空港といった陸海空

の交通ネットワークの充実によって、時間の短縮、輸送コストの低減、安全性の確保

などの物流機能の強化を図ります。 

③ 自然環境と産業との関係づくり 

自然環境に優しい産業の振興が図られるよう、循環型社会の形成に向け、廃棄物の

減量やリサイクルの推進などを進めます。 

地域の価値が高まり多様な結びつきが生まれるまちづくり 

① 釧路ファンを増やす取組みの推進 

都市型観光と、自然体験型観光を一体で進めるとともに、自宅以外の地域で生活す

るスタイルの受け皿として、長期滞在の受入や、地域の魅力に触れながら働ける二地

域居住の推進など、交流人口や関係人口の創出を図ります。 

② 中核都市機能の充実と連携強化 

豊かな生活環境を創出し一体的に発展できるよう、産業や医療福祉、高等教育の充

実を図るとともに、圏域での連携を強化します。 

③ 都心部の機能充実とにぎわい創出 

さまざまな公共施設の集積を図るとともに、商業業務機能の向上や、空き家、空き

店舗の活用などによるにぎわいの創出を進めます。  
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第２章 全体構想 第２節 基本方針 

 

将来都市構造 

まちの将来像やまちづくりの基本目標を踏まえ、本市の将来都市構造を示すも

のとして、各地域にふさわしい土地利用の区分を示す「エリア」、都市機能の中

心的役割を果たす「拠点」と、それを結び付ける「骨格」の３つの要素を定めま

す。 

 

  

 

 

【エリア・拠点構造図】 
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第２章 全体構想 第２節 基本方針 

 

【交通の骨格構造図】 
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第２章 全体構想 第２節 基本方針 

 

【緑(自然)の構造図】  
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第２章 全体構想 第３節 都市計画方針 

 

 第３節 都市計画方針                         

土地利用方針 

前計画の土地利用に関する方向性を維持しながら、目指すべき将来像の実現のため各種制

度を積極的に運用し、適正な対応を図ります。 

■コンパクトなまちづくりと土地利用方針…都市機能が集積した拠点の周辺に利便性の高

い生活圏を形成することで、効率的で将来に持続可能なまちづくりを進めます。 

■豊かな住環境を実現する土地利用(住居系)…生活利便施設の誘導を図りながら、住環境

の悪化をもたらすおそれのある施設の混在を防止し快適な生活環境を適切に保護します。 

■にぎわいと生活を支える土地利用(商業系)…既存の商業業務地区における空き店舗や低

未利用地の有効活用を促すほか、都市機能の誘導などによって商業業務機能の集積を図り

ます。 

■産業を支える土地利用(工業系)…活力ある産業の創出を図り、地域の資源を活用した土

地利用を促進するため、各地区の特性に応じた土地利用を進めます。 

     

交通体系整備方針 

交通施設の整備は、円滑でだれもが使いやすい交通ネットワークの形成のため、各交通手

段が適切に役割分担した上で総合的かつ一体的に進めます。 

■道路網…国道や道道については整備促進を図り、市道や生活道路、歩道、自転車道につ

いては整備や維持管理に努めます。 

■公共交通…バスについては乗換拠点の機能強化など、鉄道については鉄道網の維持、活

性化のための取組みを進めます。 

■港湾…外郭施設の整備を進めるほか、市民に親しまれる港づくりに努めます。 

■空港…空港機能の強化に努めるほか、災害に強い空港づくりを推進します。 

■都心部における交通機能…都心部交通環境の改善や駐車場の適切な配置、駐輪環境の確

保に努めます。 
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第２章 全体構想 第３節 都市計画方針 

 

緑(自然)の形成方針 

市街地の背後に広がる良好な自然環境や身近にある公園などの整備、適切な維持管理及び

利活用などによる良好な都市環境の形成を市民、事業者、行政が協働して進めます。 

■面の緑…各エリア毎の良好な自然環境を守るための取組みを進めます。 

■緑の大きな軸…自然環境の管理及び保全を図るとともに安全で安心な環境の形成に努め

ます。 

■身近な緑の拠点…市民や事業者、行政が協力し、地域における花と緑の植栽による緑化

活動を推進します。 

景観形成方針 

街並み景観と産業景観、自然景観が調和した質の高い景観の形成を進めていきます。 

■魅力的な景観の形成に向けて…周辺環境と調和した景観形成の誘導を図ります。 

その他の都市施設等整備方針 

■河川…治水機能の確保に向けた施設の整備とともに、市民に親しまれる水辺空間の確保

を図ります。 

■下水道…公共用水域の水質保全、浸水防止、生活環境の質的向上に向けた公共下水道の

整備及び機能の保全を図ります。 

■水道…安定した水の供給、安全で良質な水の供給、水道サービスの向上を図るととも

に、地震の多い釧路地方の特性を踏まえ、地震災害などに強い水道づくりを推進します。 

■ごみ処理施設…周辺の自然環境や住環境に配慮しながら、廃棄物の減量化、再資源化を

推進し安定した稼動に努めるほか、長期的な視点に立って周辺環境に配慮し、総合的な整

備の検討を行います。 

■公営住宅…誰もが住み続けられる「安全で安心な住まいづくり」を推進します。 

■その他の施設…社会情勢や周辺環境の変化を勘案するなど長期的な視点に立ち、必要に

応じて都市計画決定に向け検討を行います。 

都市防災方針 

市民の生命や財産を守り、安全な生活を確保するため、国や北海道の動向を見据え、自然

災害などの予防対策、災害応急対策、災害復旧、復興対策を都市基盤整備の面から総合的

に推進します。 

■火災対策…防火地域及び準防火地域を適切に指定し建築物の不燃化の向上に努めます。 

■震災対策…建築物の被害を軽減するため、耐震化の促進に努めます。 

■土砂災害対策…災害が想定される区域においては、防災対策の状況や地域特性などを考

慮しながら、適正な土地利用を図ります。 

■浸水対策…集水域、河川区域を含めた流域全体で災害の未然防止、被害の軽減に努めま

す。 

■臨港地区防災対策…土地利用の状況に応じて、防災上必要な諸施設の設置を進めます。 

■火山防災対策…火山監視システムの整備充実やハザードマップを活用した防災教育及び

広報活動を行うなど、防災知識の普及、啓発に努めます。 

■避難路、輸送路、ライフラインの整備…避難路や緊急物資の輸送路となる主要幹線道路

などの整備、維持管理などに努めます。 
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第２章 全体構想 第４節 都心部まちづくり 

 

 第４節 都心部まちづくり                        

都心部の整備方針 

都心部においては、ひがし北海道の拠点都市にふさわしい都心機能の充実や魅

力の向上、にぎわいの創出を目指します。 

【主な整備方針】 

・都心部周辺地区、その他の地区など各商業業務地区との役割分担のもとで商業

業務機能を強化するとともに、都心居住の推進により、生活の豊かさが実感で

きるまちづくりを進めます。 

・全ての人々に使いやすい交通環境整備や空間形成により、だれもが安心して訪

れることができ、災害に強いまちづくりを進めます。 

・釧路駅周辺の再整備により拠点性を高める機能を誘導するとともに、都心部の

回遊性を高めるネットワークづくりによって、活気に満ち何度でも訪れたくな

るまちづくりを進めます。 

都心部のゾーニング 

都心部における土地利用の推移やプロジェクトの展開状況を踏まえ、土地利用

のゾーニングを行います。 

 

 

 

 

 

 

  

観光･交流･文化ゾーン 

（港からの観光客の玄関口） 

市民や観光客が憩い、楽し

み、交流する空間 

ひがし北海道の中核となる行

政・業務機能が集積し、公共

空間が充実したビジネス空間 

行政･業務ゾーン 

食遊ゾーン 
（釧路の魅力[食]を体感） 

釧路の食と道東一の歓楽街の魅力

を楽しむ空間 

商業･業務などのにぎわい機能が連続し、 

人々が憩い楽しむ都心部のシンボル軸となる空間 

商業･業務ゾーン 

多様な商業･業務機能

が集積する空間 

  親水・交流ゾーン 

 （釧路の魅力[自然･景観]を体感） 

にぎわい交流ゾーン（玄関口とまちをつなぐ軸） 

まちなか居住推進ゾーン 

多世代が歩いて暮らせる生活利便性と居

住環境のバランスがとれた空間 

ゲートウェイ 

（ひがし北海道の玄関口） 

人々を呼び込みまちへ送り出す

交通結節点とにぎわいの拠点 

都心部の回遊性を高めるネッ
トワークの形成 

交通ネットワーク（将来像） 

都心部の円滑なアクセスと 
災害に強いまちづくりを支える
道路網の形成 

幹線道路 

補助幹線道路 

世界三大夕日が望める自然の魅

力を楽しむ空間 
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第３章 地域別構想 

 

第３章 地域別構想 

１ 地域別構想とは 

全体構想に示した整備方針を踏まえ、地域住民とともに地域の特性や課題を整

理し、地域レベルのまちづくりの方針を定めるものです。 

 

２ 地域別構想の内容 

（１）地域区分の考え方 

右図に示すように、行政

区域全体を釧路西部、釧路

中部、釧路東部、阿寒及び

音別の５地域に区分しま

す。 

 

都市計画区域の指定の有

無を基本とし、生活の圏

域、地形などの自然的条件

やこれまでの行政の経緯を

考慮して区分します。 

都市計画区域である釧路

地域は、人口が多く都市施

設が集積しているため、土

地利用や拠点の配置などを

考慮し、地域を貫流する釧

路川及び新釧路川を境に３

つの地域区分を設定しま

す。 

都市計画区域を指定して

いない阿寒地域及び音別地

域は、各拠点の既成市街地

が郊外の農地や森林での生

産活動などを支えているよ

うに、拠点と郊外が密接な

関わりをもつことから、全

域に地域区分を設定します。  

地理院地図（国土地理院）を加工して作成 

【地域区分図】 

 

 

【地域区分ごとの概要一覧】 
都市計画 

区  域 
地域区分 

地域の面積 

(市街化区域面積) 

2020 年(令和２年) 

国勢調査人口 

2020 年(令和２年) 

国勢調査人口割合 

都市計画 

区 域 内 

釧 路 

西部地域 

16,508ha 

(2,203ha) 
46,648 人 28.26％ 

釧 路 

中部地域 

2,481ha 

(1,343ha) 
59,667 人 36.14％ 

釧 路 

東部地域 

3,198ha 

(1,733ha) 
52,696 人 31.92％ 

都市計画 

区 域 外 

阿寒地域 73,925ha 4,390 人 2.66％ 

音別地域 約 40,140ha 1,676 人 1.02％ 

合  計 
136,329ha 

（5,279ha） 
165,077 人 100％ 

 

16



第３章 地域別構想 

 

（３）まちづくりの基本目標との関係 

地域別構想では、全体構想で掲げた「まちづくりの基本目標」を達成するた

めに、各地域の「地域整備目標」を次のとおり定めます。 
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第３章 地域別構想 

 

 

 

  

 

※ 都市軸  

本市の交通の骨格を踏まえ、都市計画区域である釧路地域において、次の２つの

軸からなる都市軸を定めます。 

ア 機能連携軸 

釧路地域の都市計画区域を東西に貫く幹線道路を「機能連携軸」に位置づけま

す。機能連携軸の充実により、市街化区域内の広域中核拠点、地域交流拠点及び

生活拠点が互いに強く結びつくことで、拠点のもつ医療、福祉、商業などの都市

機能のメリットを効果的に受けられる市街地の形成を図ります。 

イ 南北連絡軸 

機能連携軸と高規格道路のインターチェンジをつなぐ幹線道路を「南北連絡軸」

に位置づけます。南北連絡軸は、近隣の市町村間の広域移動などを円滑にし、災

害時には避難路や緊急物資の輸送路となります。 

 

 

  

 

   

【都市軸のイメージ】 

 

各拠点に都市機能を集約し、その周辺に利便性の高い生活圏として

居住が集積されることによって効率的で将来に持続可能なコンパクト

なまちづくりを進めています。 
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第３章 地域別構想 

 

３ 地域別構想策定の流れ 

５つの地域の特性を踏まえた上で、地域別構想に住民意見を反映するための意

見交換会を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から

開催をやむを得ず取りやめ、代替措置として本市ホームページを通じての動画配

信及びＤＶＤの配付並びに希望する団体への個別の説明会を行い、意見をいただ

きました。 

その他、これまで本市が実施してきた各種アンケート調査（「釧路市まちづく

り基本構想など策定に向けたアンケート」「釧路市の今後のまちづくりに関する

アンケート」）の結果及び市政懇談会、地域協議会での意見によって取りまとめ

た住民意見から、地域の課題を導き出しました。 

地域の課題を解決し、地域整備目標を達成するために、住民意見を踏まえ、地

域のまちづくりの基本的な考え方となる地域の将来像及び地域整備方針について

検討を進めました。 

 

４ 地域別構想の検証 

（１）検証の考え方 

各地域の課題解決に向け、策定した整備方針の取組み状況について、具体的な

進捗を管理するため、毎年検証作業を行い、公表します。 

 

（２）臨機応変なまちづくり 

社会や経済システムにおいて「グレート・リセット(問題を解決するために、

これまでのシステムを一度リセットすること)」が必要であると提唱されるなか、

本市を取巻く情勢も大きく変化しており、その変化に対応しながら持続可能なま

ちづくりを進めていかなくてはなりません。そのため、社会経済状況やまちの状

況の変化に対して、アジャイルな(必要に応じて臨機応変に対策を検討し、機動

的かつ柔軟に取組む)まちづくりを進めていきます。 

  

 

 

 

 

 

  

【アジャイルなまちづくりのイメージ】 
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第３章 地域別構想 

 

５ 地域主体のまちづくり ～まちのツボ～ 

地域が主体となって「まちのツボ」を探しだし、地域の特徴を生かした個性あ

るまちづくりが行えるように、「地域別構想」を地域のまちづくりの骨格として

位置づけ、行政による助言や支援、まちづくりに関する情報提供のサポートをし

ていきます。 

【地域主体のまちづくりのイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ まちづくりを推進するための支援 

本市では、「地域づくり事業」など、魅力ある地域づくりを進めるための制度

が設けられており、地域が主体となったまちづくりを推進します。  

 

～「まちのツボ」とは～ 
 

●人体には、ある場所を刺激すると痛みが治まり、新陳代謝が高まるなどの

相乗効果が期待できる「ツボ」があります。 

●この人体の「ツボ」のように、刺激するとまち全体が 

イキイキする場所が「まちのツボ」です。 

●「まちのツボ」を押すのは、地域に住む 

住民や企業、市民団体などが考えられます。 
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第３章 地域別構想 第１節 釧路西部地域 

 

 

 第１節 釧路西部地域                           

地域づくり方針体系図 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな自然環境のもと 

便利に暮らすことができ、旺盛な生産活動を支える地域 
 

地域の将来像 
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第３章 地域別構想 第１節 釧路西部地域 

 

                                       

 

釧路西部地域の地域づくり方針体系図は、地域の将来像を達成するため、「地

域の特徴」や「主な住民意見」を踏まえてまとめた「地域の主な課題」のほか、

全体構想で掲げた「まちづくりの基本目標」から導き出された「地域整備目標」

について、それぞれ解決や達成するために示す「主な地域整備方針」を表したも

のです。 
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第３章 地域別構想 第１節 釧路西部地域 

 

 

【整備方針図】 

 

 

 

整備方針図とは、全体構想で示した土地利用構想図などに、

地域別構想で示した都市軸の考え方と主な地域整備方針を表し

た図です。 
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第３章 地域別構想 第１節 釧路西部地域 
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第３章 地域別構想 第２節 釧路中部地域 

 

 第２節 釧路中部地域                            

地域づくり方針体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四季を感じる美しい風景を臨みながら 

便利で安心に暮らせる釧路市の顔であり続ける地域 
 

地域の将来像 
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第３章 地域別構想 第２節 釧路中部地域 

 

                                       

 

釧路中部地域の地域づくり方針体系図は、地域の将来像を達成するため、「地

域の特徴」や「主な住民意見」を踏まえてまとめた「地域の主な課題」のほか、

全体構想で掲げた「まちづくりの基本目標」から導き出された「地域整備目標」

について、それぞれ解決や達成するために示す「主な地域整備方針」を表したも

のです。 
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第３章 地域別構想 第２節 釧路中部地域 

 

 

【整備方針図】 

 

 

 

整備方針図とは、全体構想で示した土地利用構想図などに、

地域別構想で示した都市軸の考え方と主な地域整備方針を表し

た図です。 
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第３章 地域別構想 第２節 釧路中部地域 

 

   

【都心部】 

 

※ まちなか居住を推進するエリアとは、利便性が高い環境として、居住の推進、

誘導を図る拠点とその周辺の範囲。 

 

※ 図中での都心部とは、釧路駅を中心とした商業、業務機能、行政機能、観光交

流機能、交通結節点機能など、様々な都市機能が集積し、行政の中枢機能や、

市内全体及び広域的な機能を果たす公共施設が立地している地区。 
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第３章 地域別構想 第３節 釧路東部地域 

 

 第３節 釧路東部地域                            

地域づくり方針体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもから高齢者までが、 

安全で安心して快適に住み続けられる地域 
 

地域の将来像 
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第３章 地域別構想 第３節 釧路東部地域 

 

                                       

 

釧路東部地域の地域づくり方針体系図は、地域の将来像を達成するため、「地

域の特徴」や「主な住民意見」を踏まえてまとめた「地域の主な課題」のほか、

全体構想で掲げた「まちづくりの基本目標」から導き出された「地域整備目標」

について、それぞれ解決や達成するために示す「主な地域整備方針」を表したも

のです。  
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第３章 地域別構想 第３節 釧路東部地域 

 

 

【整備方針図】 

 

 

 

整備方針図とは、全体構想で示した土地利用構想図などに、

地域別構想で示した都市軸の考え方と主な地域整備方針を表し

た図です。 
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第３章 地域別構想 第３節 釧路東部地域 
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第３章 地域別構想 第４節 阿寒地域 

 

 

 第４節 阿寒地域                              

地域づくり方針体系図 

 

 

 

 

 

 

  

地域の資源を活かしながら 

自然、文化、産業が調和した住みよい地域 

地域の将来像 
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第３章 地域別構想 第４節 阿寒地域 

 

                                       

 

阿寒地域の地域づくり方針体系図は、地域の将来像を達成するため、「地域の

特徴」や「主な住民意見」を踏まえてまとめた「地域の主な課題」のほか、全体

構想で掲げた「まちづくりの基本目標」から導き出された「地域整備目標」につ

いて、それぞれ解決や達成するために示す「主な地域整備方針」を表したもので

す。  
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第３章 地域別構想 第４節 阿寒地域 

 

  

【整備方針図】 

 

 

整備方針図とは、全体構想で示した緑(自然)の構造図に、地

域別構想で示した主な地域整備方針を表した図です。 
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第３章 地域別構想 第４節 阿寒地域 

 

【阿寒湖温泉地区】 

【阿寒地域市街地】 
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第５章 地域別構想 第５章 音別地域 

 

 第５節 音別地域                              

地域づくり方針体系図 

 

 

 

 

 

 

 

  

豊かな自然に恵まれ、 

生活環境と生産環境が調和した住みよい地域 
 

地域の将来像 
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第３章 地域別構想 第５節 音別地域 

 

音別地域の地域づくり方針体系図は、地域の将来像を達成するため、「地域の

特徴」や「主な住民意見」を踏まえてまとめた「地域の主な課題」のほか、全体

構想で掲げた「まちづくりの基本目標」から導き出された「地域整備目標」につ

いて、それぞれ解決や達成するために示す「主な地域整備方針」を表したもので

す。 
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第５章 地域別構想 第５章 音別地域 

 

  

【整備方針図】 

 

 

整備方針図とは、全体構想で示した緑(自然)の構造図に、地

域別構想で示した主な地域整備方針を表した図です。 
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第３章 地域別構想 第５節 音別地域 

 

【音別地域市街地】 
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